
木 参加無料

横浜商科大学 IRセミナー
IR(Institutional Research)とは何か？

実践事例を通して理解を深めましょう!！

３月１５日 先着20名様
横浜商科大学【224講義室】 横浜市鶴見区東寺尾4-1-1

第1部
「指標をベースに構築するIR活動：組織・規則・可視化」

13:10〜14:40 講師：松田 岳士 首都大学東京大学教育センター教授

第2部
「GAKUENシリーズの活用とIRについて（事例発表）」

14:50〜16:20 講師：遠山 克美 恵泉女学園大学IR推進室室長

お申込み
お問合せ 横浜商科大学管理部IR室

045-583-9056 ir-office@shodai.ac.jpTEL Mail

13:00〜16：30(受付12:30～)

Ycc
Institutional
Research
Seminar 

申込URL https://goo.gl/forms/HTR1YjY7JqEgtWhE3

https://goo.gl/forms/HTR1YjY7JqEgtWhE3


【会場アクセスQRコード】

第2部 講師：遠山克美氏

第1部 講師：松田岳士氏

対象：IRにご興味をお持ちの大学･教育機関等関係者(先着20名程度)

実践例、事例を通してIRの理解を深める
講師のご紹介

松田岳士（まつだ・たけし） 首都大学東京大学教育センター教授

平成元年九州大学卒、放送局勤務を経て、大学院に進学。平成17年

青山学院大学国際政治経済学研究科国際コミュニケーション専攻博士後

期課程修了。博士（国際コミュニケーション）。慶應義塾大学DMC機構講

師、青山学院大学社会情報学研究科客員准教授、山形大学教育企画

室准教授、島根大学教学企画ＩＲ室長・教授を経て、現在首都大学東京

大学教育センター教授（ＩＲ担当） 。専門は、教育工学、ＩＲ、コミュニケー

ション。

遠山克美（とおやま・かつみ） 恵泉女学園大学IR推進室室長

前 共立女子学園理事・事務局長。現在、恵泉女学園大学IR推進室室

長のほか、日本システム技術株式会社文教事業部顧問、他の大学の内

部監査ならびに業務改善の支援業務を行っている。中小企業診断士。

共立女子大学在職中に、教育改革を目指し、教育ネットワークシステム

GAKUENをERPパッケージと見立てて、ほぼノンカスタマイズで導入、 業務

連鎖を意識した運用に力を注ぎ、GAKUENシリーズを改革の手段として活

用する取り組みを積極的に遂行。

GAKUENシリーズの活用とIRについて
（事例発表）

主催・お問い合わせ先

横浜商科大学管理部IR室
〒230-8577 神奈川県横浜市鶴見区東寺尾4-1-1つるみキャンパス
TEL ： ０４５ － ５８３ － ９０５６ Mail ： ir-office@shodai.ac.jp
H P ： http://www.shodai.ac.jp/university/ir_info/index.html

申込URL：https://goo.gl/forms/HTR1YjY7JqEgtWhE3

講演後質疑応答時間（約15分）を設けております。

指標をベースに構築するIR活動
組織・規則・可視化

講演後質疑応答時間（約15分）を設けております。

横浜商科大学IRセミナー ｜ 3月15日（木）13：00～16：30

参加無料
申込み

受付中！

プログラム

12：30 開場、受付開始

13：00 ‐ 13：10 開会挨拶、講師紹介

13：10 ‐ 14：40 第1部 松田岳士先生講演、質疑応答

14：40 ‐ 14：50 休憩

14：50 ‐ 16：20 第2部 遠山克美先生講演、質疑応答

16：20 ‐ 16：30 講評、閉会

会場のご案内

横浜商科大学つるみキャンパス

２２４講義室（2号館2階）
■京浜急行線 生麦駅下車 徒歩15分

■JR横浜線 大口駅下車 徒歩20分
■JR横浜線・東急東横線 菊名駅下車、

駅東口徒歩3分 横浜市営バス「菊名駅前」バス停より

41系統「鶴見駅西口行」乗車→「飯山」バス停下車、徒歩5分
■JR京浜東北線 鶴見駅・京浜急行線 京急鶴見駅下車

西口バスターミナル3・4番、横浜市営バス「鶴見駅西口」バス停より

38系統「横浜駅西口行」、または
41系統「新横浜駅行」、

41系統「川向町行」乗車→「飯山」バス停下車、徒歩5分

https://goo.gl/forms/HTR1YjY7JqEgtWhE3
https://goo.gl/forms/HTR1YjY7JqEgtWhE3
https://goo.gl/maps/Vyhj3XC89UJ2
http://www.shodai.ac.jp/access/index.html#sst02



